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輪を超えて

調和の輪の建築の一部。参照：調和の輪の建築、調和の道、臨在の輪、応用調和主義




自らを超えて指し示す地図

真摯な地図学のすべてには一つのパラドクスが含まれている。地図が優れていればいるほど、それは旅人をより完全に方向付け、そしてより完全に旅人を方向付けることで、地図がもはや必要ないという瞬間に旅人を近づけるのだ。羅針盤は迷った者に仕える。景観を内在化させた者は、光が地形にもたらす質感によって、もはや確認を必要としない方向感覚によって移動する。羅針盤は失敗しなかった。それはそれ自身の必要性を完全に消滅させるほど完全に成功したのだ。

調和の輪はそのような装置である。その七つの柱と中心は、人間の生全体の完全な領域を目に見えるものにし、航行可能にし、行動可能にするために設計された。調和の輪の建築は認知的、超伝統的、心測定的根拠に基づいて七角形の構造を正当化した。ミラーの法則、神聖な伝統全体にわたる七の遍在性、独立した枠組みの同じ還元不可能な次元への収束。調和の道は柱を統合の螺旋へと配列した。副輪は各柱を独自の分形的建築へと分解し、六十四の門が具現化された存在の全周へと開いた。

これはすべて現実である。すべてが必要である。そして、何もが最終的ではない。

輪は超越されるために存在する。放棄されることによってではなく、その範疇が境界として機能することをやめ、単一の分割されていない生活の透明な次元として機能し始めるほど完全に住み込むことによって。これは輪が仕事を終えた後に何が起こるかについての記事である。あなたが何らかの英雄的な達成のすべての七つの柱を習得した後ではなく、臨在がその隔壁が柱の間の分割を、それらが常にあったもの、有用な慣例、根拠では継ぎ目のない現実に課された慣例となる点まで深くなった後である。





構造とそれを通り抜けるもの

人間を地図化するすべての枠組みは同じパラドクスに直面している。地図は照らすために分化しなければならないが、それが地図化する領域は分割されていない。エニアグラムの伝統はこれを明確に理解していた。ドン・リソとラス・ハドソンは人格－早期生活で固まった習慣的なパターン、防衛機制、固定化の条件付き構造－と本質、その構造の形成より前に存在し、その下に持続する存在の質を区別した。彼らの教えはあなたがあなたのタイプのより健全なバージョンになるべきではなく、あなたがそのタイプが条件付き構造として認識し、それとの同一化をやめるべきだということであった。その深いものが、常にそこにあったもの、その自動パターンのフィルターなしに表現されることができるように。タイプは診断装置であり、アイデンティティではない。それはあなたの収縮の形を示すので、あなたはそれを解放できる。

輪は同じロジックで機能し、人格の領域から全体の生の領域に転置される。

各柱－健康、物質、奉仕、関係、学び、自然、遊び－は存在の真の次元を名付ける。いずれかを無視することは、特定の歪みの形を作成し、全体にわたって機能不全が伝播する建築の隙間を作成する。輪の診断力はまさにこれである。それはどこでエネルギーが漏れ、注意が数少ない次元の周りに収縮し、他の次元が委縮したことを明らかにする。この機能では、輪は不可欠である。それはあなたの不均衡の形を目に見えるようにする。

しかし、輪は診断装置であり、永遠の住所ではない。調和の道を通り抜けてきた実践者は、螺旋を深い登録で複数回巡った実践者は、何かに気付き始める。柱の間の境界は透過性になる。朝の海での水泳は同時に健康（冷暴露、運動、心血管負荷）、自然（生きた海への没入、塩と光と流れ）、遊び（単なる喜び、波の戯れ）、臨在（呼吸は固定され、注意は分割されず、思考する心は冷たさと美しさで沈黙させられる）、そして関係（もし愛する者と共有されるなら、経験は聖体拝領となる）である。輪の範疇は消滅していない。あなたはまだそれらに名前を付けることができる。しかし、彼らは別々のコンパートメントとして機能することをやめた。彼らは教育的な足場の下で常にあったもの、すなわち単一のダイヤモンドのファセットになり、光を屈折させた。





羅針盤の消滅

調和の輪の建築は七角形の構造の正当化の一つとしてミラーの法則－人間の労働記憶が約七つの離散的な項目を保有するという認知科学の知見－を呼び出した。七つのカテゴリは最適である。包括性のための十分な数、実時間ナビゲーション用に十分小さい数。これは正しいもので、システムに初めて遭遇したり、螺旋の初期回路を通り抜けたりする誰にとっても深く重要である。心は取っ手が必要である。カテゴリは取っ手である。それなしに、生の領域は圧倒的である。競合する要求と未検討の仮定の霧。輪は次元に名前を付けることで霧を切り抜けし、個別に対処できるほど明確に分離し、その後、段階的統合の道へと配列することで霧を切り抜ける。

しかし、ミラーの法則は抱負ではなく制約を説明している。七項目の制限は学習段階で必要な訓練用車輪の認知等価物であり、習熟段階では制限的である。コンサートピアニストは個々の音について考えない。流暢な話者は文の途中で文法規則を解析しない。マスターシェフはレシピを参照しない。具現化の特定の深さでは、学習を一度構造化したカテゴリは、自覚的なカテゴリ化のレベル以下で、またはそれ以上で機能する能力の継ぎ目のない流れに溶ける。

これはメタファーではない。臨在が輪の建築が内在化された点まで深くなったときに何が起こるかについての正確な説明である。実践者はもはや「今、私はどの柱に仕えているのか」と尋ねない。質問は無関連になった。柱がその現実を失ったからではなく、実践者の注意が航行するためにカテゴリ化する必要を超えて拡大したからである。彼らは水が景観を通り抜ける方法で彼らの日を通り抜ける。チャネルを見つけ、輪郭に応答し、地形に適応する。川がどこへ流れるかを地図に伝える必要がない。

臨在－概念的知識ではなく、意志力ではなく、チェックリストではなく－が唯一のナビゲーション装置になる。次の正しい動きは枠組みから推論されない。それは知覚され、直接、この瞬間に、すべての次元にわたる継続的な実践を通じて清められ、精製されてきた意識によって。これはサハジャ－自然な状態を意味するヴェーダの伝統である。ウーウェイ－努力のない行動を意味する道教の伝統。構造の欠落ではなく、それが熟考の摩擦なしに機能するほど深く具現化された構造。





構造が透明になるときに残るもの

輪の柱はシステムの足場である。領土を航行可能にする組織化された分化建築。それらは話が文法にあるのと同様に生活にある。学習段階で本質的であり、流暢さの段階で見えない。足場は建物ではない。臨在が建物である。

実践者が輪を超えて移動するとき－それから離れるのではなく、それを通り抜けることで－残るのは、カテゴリ化によって仲介されていない、完全なスペクトラムの関与を通じて自分の全体が自分自身を表現することである。健康はもはや管理される柱ではなく、障害が取り除かれ、血管が一貫した活力で鳴るため、干渉なしに機能する身体の自然な知性である。奉仕はもはや育まれるべき領域ではなく、ダルマが川がその床に従うのと同じくらい自然に行動を通じて自分自身を表現している。関係はもはや耐えられる坩堝ではなく、完全に到着した存在の溢れ出しであり、必要からではなく臨在で他と会う。学びはもはやプロジェクトではなく、現実に新鮮な目で出会う意識の固有の好奇心。自然はもはや訪問する領域ではなく、あなたが自然である、あらゆるスケールでロゴスに埋め込まれた、自分自身を認識していることの継続的な認識。遊びはもはや別の活動ではなく、整列した人生が飽和させた臨在の品質である。それは自由な意識が遊んでいるという品質である。

これはイデアル化ではない。システム独自の建築の論理的終点である。もし臨在が各副輪の中心であり、臨在を深くすることがすべての次元を同時に深くすることを意味するなら、終了状態は中心と周辺が一致する生活である。かつて専用の実践を通じてのみアクセスされた品質が、現在、あらゆる行動、あらゆる息吹、あらゆる遭遇に浸透する。





常にそこにあった相互接続

調和の輪の建築は七つの柱は「七つの別の生ではなく、七つのレンズを通して見た一つの生」であることに注意した。地図領域の原則は「人間の生の真摯なあらゆる分類法には、人生がモジュラーではなく、異なる角度から見た単一の布であるため、重複する境界があることを認識した」。これらの観察はカテゴリ化に対する注意事項として提示された。実際には、輪が含む最も深い真理である。

カテゴリは教育的である。一体性は存在論的である。

ロゴスの高い地点から、健康と臨在の間に境界はない。身体は意識の最も密な表現であり、意識は身体の最も微妙なレジスターであるため。奉仕と関係の間に境界がない。ダルマ的行動は常に関係的であり、関係的な愛は常に仕える。自然と学びの間に境界がない。宇宙は、出席する意識に継続的に教える。遊びと臨在の間に境界がない。歓びは臨在が生きていることの身体の喜びを通じて自分自身を表現している。

輪に十分に住み込んだ実践者は、これらの非境界を直接見始める。相互接続性のすべての物事についての知的な位置ではなく、生きた知覚として。朝の実践セッションは同時に瞑想（臨在）、運動（健康）、その目的に対する一日のエネルギーの提供（奉仕）、他の人のために現れることを可能にする自己ケアの行為（関係）、および神経系の回復である。清められた認識の中で喜びの容量を鋭くする（潜在的な学び、自然、遊び）。実践者はこれを一度に七つの柱に仕えることとして経験しない。彼らはそれを一つのもの、つまり今、ここで、何も残されていない、完全に生きているとして経験する。

これが輪が生産するために設計された状態である。そしてそれは別々の次元の地図として、輪がもはや操作的な枠組みではない状態である。フレームは臨在である。分割されていない、反応的、光輝、一日を通じてロゴスが宇宙を通じて移動する方法で移動する。秩序の原理として、適用される必要がないため、それが秩序である。





神聖な臨在と宇宙の流れ

枠組みの仲介なしにすべての次元を通じて全体的な存在が移動する状態のための言葉がある。伝統はそれをさまざまに名付けた。サハジャ・サマディ（日常生活で持続する自然な吸収）、ウーウェイ（タオと完全に整列した行動、そのため努力と意図は自発的な正しさに溶ける）、テオーシス（正教会の神聖で透明になるプロセス）、スーフィー伝統のファナ（エゴ自己が神聖な存在に消滅し、その後、行為するのは人格ではなく本当の者である）。調和主義は差を平坦化せずに収束を認識する。これらは同じ領土の地図である。そして、それらが地図化する領土は、人間の完全に目覚めた、完全に整列し、完全に提示された－もはや地図によって航行しないため、それらは景観自体になった。

実際にはこれはどのように見えるか。精神的な想像力が期待できることではない。超越的に浮かぶようには見えない。朝食を作り、メールに答え、子どもの話を聞き、車に歩き、二十分間の沈黙に座り、その日を通じて移動する非常に彼らの日を移動する人のようなアテンティブネスは見えない。各行為－朝食を作り、メールに答え、子どもの話を聞き、車へ歩き、二十分間の沈黙に座る－は同じ臨在の品質を運ぶ。神聖と俗悪の階層はない。カテゴリは曖昧さに溶けたのではなく、精密さに溶けた。各瞬間は正確に必要とする注意を受け取り、余剰なく、赤字なく。なぜなら、出席する者は枠組みを参照していないが、清められ、較正された楽器から応答しているために。身体、エネルギー、心、精神が一つのシステムとして動作し、現実の穀物に整列している。

これはダルマその最も深いレジスター、正当な知識ではなく、直接認識が今、この特定の状況の構成で何が必要か、そしてその知覚を熟考の遅延なしに行動する能力である。アイニ－神聖な相互性－リアルタイムで動作。ムナイ－愛意志－努力的な徳としてではなく、もはや遮られていない意識の自然な溢れ出しとして表現された。





輪は残る

このいずれも輪を時代遅れにすることはない。マスターピアニストはまだスケール練習を練習している。流暢な話者はまだ言語を勉強している。輪を超えて移動した者は、それでも輪に戻る。彼らが後退したからではなく、任何の真の神聖な幾何学のように輪が発展の各レジスターで新しい深さを明らかにするためである。統合の数年後に健康の輪に戻る実践者は、初心者には見えない次元を見る。ジン保存とシェン輝度の関係、睡眠建築が魂自身の引き出しと関与の周期をどのように反映するか、意識が物質に由来する第二神経系としての腸の深い生態。

輪は円ではなく螺旋である。同じ構造に戻るが、あなたは同じではない。各パスは深くなる。各パスは、常にそこにあった相互接続性をもっと表示する。そして、各パスは実践者を輪と生活がもはや二つのもの－建築がそれが第二の自然として動作することがあるほど完全に内在化されている点に近づけ、残るのは地図ではなく領域である。人間の完全に提示され、ロゴスに整列して世界を通じて移動し、瞬間に応答し、戦略を通じてではなく存在を通じてダルマに奉仕する。

輪は見ることを教える装置である。輪の向こうで、あなたは調和を実践する。そして、調和の生きた表現になる。



参照：調和の輪、調和の輪の建築、調和の道、臨在の輪、応用調和主義、調和主義
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